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コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
た
釧
路
和
商
市
場
の
こ
の
１
年　

未
曾
有
の
状
況
下
で
再
認
識
し
た“
和
商
ら
し
さ
”の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

サ
ン
エ
ス
電
気
通
信
・
宮
田
昌
利
社
長
に
訊
く　

“
今
ま
で
通
り
”が
通
じ
な
く
な
っ
た
こ
れ
か
ら
が
新
し
い
挑
戦
へ
の
好
機

蝦
名
大
也
・
釧
路
市
長
に
訊
く　

“
ひ
が
し
北
海
道
”連
携
を
よ
り
強
化
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
停
滞
の
打
破
を

伊
東
良
孝
衆
議
に
訊
く　

コ
ロ
ナ
と
製
紙
工
場
撤
退
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
釧
路
・
道
東
を
再
興
へ

戦
争
遺
産
を
め
ぐ
る
旅 

【
67
】　

津
軽
海
峡
に
眠
る
１
３
５
人
を
悼
む
大
間
崎「
豊
国
丸
戦
死
者
忠
霊
碑
」

ル
ポ「
ひ
き
こ
も
り
」66
─
─
居
場
所
事
業
の
可
能
性
と
課
題
を
語
り
合
う「
寄
り
添
い
共
感
し
合
う
」場
に

市
立
小
樽
文
学
館
で
開
催
中
の「
小
樽
・
札
幌
ゲ
ー
セ
ン
物
語
展
」　
“
ゲ
ー
セ
ン
の
夢
”を
も
う
一
度

２
０
２
２
年
春
の
開
校
を
め
ざ
す
長
沼
町「
ま
お
い
学
び
の
さ
と
小
学
校
」計
画
の
今　

わ
く
わ
く
す
る
学
校
を

命
の
門
番（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）養
成
講
習
に
参
加
し
て　

コ
ロ
ナ
禍
で
悲
劇
が
増
加
す
る
中
、
注
目
集
め
る
相
談
員
の
養
成
活
動

【
緊
急
寄
稿
】コ
ロ
ナ
禍
と
除
菌
対
策（
２
）　

濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

北
海
道
医
師
会　

長
瀬
清
会
長
に
訊
く　

思
い
や
り
の
心
で
感
染
予
防
に
皆
で
取
り
組
む
国
民
性
に
期
待

コ
ロ
ナ
禍
で
も
乳
が
ん
患
者
に
寄
り
添
う
さ
っ
ぽ
ろ
麻
生
乳
腺
甲
状
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク 

今
こ
そ
適
切
な
検
診
と
診
療
を

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」が
札
幌
心
臓
血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
本
格
稼
働　

僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
な
ど
に
朗
報

旭
川
の「
デ
ザ
イ
ン
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
佐
藤
良
雄
社
長
が
講
演　

人
材
教
育
の
最
大
資
源
は
顧
客

「
味
の
時
計
台
」「
大
黒
屋
」「
ボ
イ
ト
ン
ベ
イ
ク
」が
相
次
ぎ
事
業
承
継　
“
高
齢
化
と
後
継
者
難
”で
決
断

寿
都
発「
リ
コ
ー
ル
の
会
」が
文
献
調
査
賛
成
町
議
の
解
職
へ
方
向
転
換　
“
賛
成
町
議
”を
チ
ェ
ン
ジ
し
て
核
の
ゴ
ミ
拒
否
の
流
れ
を
作
る

中
川
町
エ
ゾ
シ
カ
疑
惑
を
追
う
─
─
町
の
幹
部
が
明
か
す
道
警
捜
査
と
顛
末　

露
と
消
え
た
資
金
の
１
億
円　
領
収
書
偽
造
は
立
件
で
き
ず

市
も“
異
常
”と
捉
え
る
岩
見
沢
の
大
雪　

例
年
に
比
べ
て
突
出
す
る
人
的
被
害　
９
年
振
り
に「
豪
雪
対
策
本
部
」設
置

表
紙
絵
・
鈴
木
翁
二
画

『
き
ょ
う
は
お
い
わ
い

│
み
な
と
と
ま
ち
の

は
じ
ま
り
』
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発
熱
で
議
会
を
欠
席
し
た
副
議
長
が
町
の
温
泉
を
利
用
し
厳
重
注
意
処
分

北
大
敷
地
内
薬
局
出
来
レ
ー
ス
疑
惑
で
内
部
調
査
の
結
果
が
出
る
の
は
い
つ
？

業
者
と
の
癒
着
を
告
発
し
た
深
川
市
立
病
院
の
技
師
が
異
動
取
消
を
求
め
提
訴

札
幌
地
検
検
事
正
に
恒
川
氏
が
着
任
　「
基
本
に
忠
実
な
検
察
権
の
行
使
を
」

日
赤
・
医
師
の
発
言
に
矛
盾
の
指
摘
　
パ
ワ
ハ
ラ
訴
訟
で
遺
族
の
追
及
続
く

栗
山
署
で
新
型
コ
ロ
ナ
10
人
超
感
染
　
道
内
初
の
警
察
署
ク
ラ
ス
タ
ー
認
定

氷
点
下
の
札
幌
で
ホ
ー
ム
レ
ス
調
査
　
市
内
総
数
、
昨
年
度
上
回
る
見
込
み

「
そ
し
あ
る
ハ
イ
ム
」火
災
か
ら
３
年
　
困
窮
者
支
援「
な
ん
も
さ
」体
制
一
新

札
幌
検
審「
野
次
排
除
」文
書
不
開
示
　
本
誌
記
者
の
請
求
に「
存
否
」答
え
ず

迷
走
す
る
旭
川
医
大
─
─
ガ
バ
ナ
ン
ス
崩
壊
の
実
態 

独
裁
人
事
で
墓
穴
を
掘
っ
た
吉
田
学
長
の“
誤
算
と
誤
謬
”

道
警
不
祥
事
か
ら
考
え
る〈
49
〉　　

違
反
５
連
発 

未
発
表　
懲
戒
処
分
な
ど
前
年
比
４
割
増

Ｐ
Ｋ
Ｏ
訴
訟「
文
書
提
出
」却
下　
「
自
殺
」文
書
は
一
部
開
示
決
定 

「
戦
闘
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
な
ら
、
な
ぜ
記
録
を
隠
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」

優
生
思
想
の
罪
、
法
廷
へ
⑨　

強
制
不
妊
、
違
憲
判
断
は
一
歩
前
進　
中
絶
訴
訟
で
は「
最
低
最
悪
」判
決

13 12 11 11 10 9 8 6 6

NEWS
 LINER

「
ス
ズ
ラ
ン
キ
ッ
チ
ン
」の
樋
口
が
コ
ロ
ナ
対
策
製
品
で
地
域
に
恩
返
し

い
ま
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
復
権
を　
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
考
え
る
会
」が
勉
強
会
を
開
催

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
の
期
間
限
定
商
品「
美
冬
さ
く
ら
」「
さ
く
ら
バ
ウ
ム
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
」

サ
ッ
ポ
ロ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
缶
11
年
連
続
売
上
増　

21
年
は
同
品
を
通
じ
た
観
光
・
飲
食
業
支
援
も

嶋
影
商
店
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
純
米
吟
醸「
お
た
る
島
影
」を
４
年
ぶ
り
に
販
売
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